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　『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（以下 BCCWJ）（Maekawa et al. 2014）の Yahoo!知恵袋デー
タから例を示す。（1）は質問に対する回答投稿の一部をメッセージ単位で aから dに分割したも
のである。
（1）  a.  カネボウのエフェクト３８がいいです。
   b.  お湯で洗えば、
   c.  スルっと落ちるのですが、


























4 浅原正幸・田中弥生／国立国語研究所論集 15: 1–15 (2018)
（2）  a.  みなさんはホントにお湯だけで落としていますか？
   b.  それとも一応メイク落としを使っていますか？
   c.  お湯で落とすとマスカラのかす（？）が目に入って
   d.  大変なんですが・・・。
   e.  ちなみにオペラマイラッシュ使用です。
   f.  全体のクレンジングと一緒に落とします。
 （OC09_02515）




（3）  a.  敏感肌の人にピッタリという化粧水ありますか？
   b.  美白もできると良いのですが。
   c.  オススメの化粧水を教えてください。
   d.  ファンケル商品をお勧めします。
   e.  無添加で防腐剤・保存料不使用なので、
   f.  どんな肌質の方にも安心して使えると思います。
   g.  値段も手ごろなので、














 ① 参加要素：テクストの伝達に参加している人（送り手・受け手） （例（4）（5））
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 ② 非参加要素：テクストの伝達に参加していない人・事象 （例（6）（7））
2）  状況外要素：メッセージの送り手や受け手がいる場に存在しない人・事象 （例（8）（9））
3）  定言要素：あるカテゴリやクラスに属するメンバーすべてを対象とする要素 （例（10））
（4）  わたしはけっこうなくせ毛です。         ［状況内：参加］  （OC09_00175）
（5）  みなさんはホントにお湯だけで落としていますか？ ［状況内：参加］  （OC09_02515）
（6）  最近顔のしみがどんどん薄くなってきました。   ［状況内：非参加］ （OC09_00109）
（7）  わたしのお薦めは資生堂モアリップです。     ［状況内：非参加］ （OC09_00058）
（8）  友達にも、何もしないのに肌きれいな子がいますが、（以下略）
                           ［状況外］     （OC09_02701）
（9）  使い捨てコンタクトの使用期限ってありますか？  ［状況外］     （OC09_00184）





























（11）  a.  ２６才女です。                   ［現在：非習慣的・一時的］
   b.  私もずっと一重で、                  ［現在：習慣的・恒久的］
   c.  ２１の時と去年と二回埋没法の二重手術を受けました。 ［過去］
                                    （OC09_02467）
（12）  毎日塗っていればハリが甦ります。            ［仮定］  （OC09_02501）
（13）  a.  今はまだ化粧でごまかせるかもしれませんが      ［現在：非習慣的・一時的］
   b.  きっと限界が来ると思います。            ［未来：非意図的］
                                    （OC09_02537）
（14）  a.  顔に髪がかからないようにして、            ［未来：意図的］
   b.  できるだけ清潔にするよう洗顔をこまめにして、     ［未来：意図的］
   c.  偏食をせず、                     ［未来：意図的］
   d.  睡眠をきちんととるといいと思います。        ［未来：意図的］



















































































（15）  a.  （φ＝私は）２６才女です。
 ［命題＆状況内：参加＆現在：非習慣的・一時的⇒［2］実況］
   b.  私もずっと一重で、
 ［命題＆状況内：参加＆現在：非習慣的・一時的⇒［2］実況］
   c.  （φ＝私は）２１の時と去年と二回埋没法の二重手術を受けました。
 ［命題＆状況内：参加＆過去⇒［3］状況内回想］
　この修辞機能と脱文脈化指数の割り当ては，少数の言語学者の内省に基づくものである。例え



























































hypotheticalnon-habitual habitual volitional non-volitional































































ことができる。要素 n個中の要素 iと要素 jを一対比較した場合に，要素 iが要素 jよりも脱文
脈化程度が高い（順序記号を用いて i ≻ jと表す）確率をPi  ≻ j =  
πi
πi + π j
として
Pi  ≻ j =  
πi
πi + π j
となるオッズ比 πiを導入する。ここで λi  = logπiとなる係数を導入すると以下のようになる。
logit(Pi  ≻ j) =  λi  −  λj
　logitはロジット関数（ロジスティック関数の逆関数）であり，オッズ比の対数を意味する。
　すべての一対比較が独立であると仮定して，この係数 {λi} (i=1 ... n)を一般化線形モデルに基づ













状況内：参加 状況外 状況内：非参加 定言













−0.5436 −0.4199 −0.2502 −0.1671 0.0000
表 3　 脱文脈化指数のモデリング結果：Bradley Terryモデルによる係数
（表中 *は他のラベルの可能性があることを表す）
［2］ ［5］ ［9］ ［3］ ［4］
実況 状況内予想 報告 状況内回想 計画
現在 未来 現在 過去 未来
非習慣的・一時的 ｛意図的 *, 非意図的｝ 非習慣的・一時的 意図的
状況内 状況内 状況外 状況内 状況内
｛参加 , 非参加｝ ｛参加 *, 非参加｝ ｛参加 , 非参加｝ 参加
0.0000 0.0447  0.0825 0.3082 0.4212
［7］ ［13］ ［10］ ［8］ ［14］
自己記述 説明 状況外回想 観測 一般化
現在 現在 過去 現在 現在
習慣的・恒久的 習慣的・恒久的 習慣的・恒久的 習慣的・恒久的
状況内 状況外 ｛状況外・定言｝ 状況内 定言
参加 非参加
0.5647 0.5883 0.7137 0.7428 1.0756
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Validation of the Degree of Decontextualisation in Rhetorical Unit Analysis
ASAHARA Masayukia　　TANAKA Yayoib
aCenter for Corpus Development, NINJAL 
bPh. D. Candidate, The University of Tokyo
Abstract
This paper empirically evaluates the validity of the degree of decontextualisation in rhetorical unit 
analysis, a method of analysing messages in terms of: speech function, i.e., whether the message is a 
proposition or proposal; central entity, i.e., whether the subject appears in the presented situation or 
not; and event orientation, i.e., where the event occurs on a temporal axis. The rhetorical function 
and degree of decontextualisation of a message are identified by considering a combination of these 
features, as the linearly ordered set of the degree of decontextualisation is not defined empirically, 
but arbitrarily. We conducted a pairwise comparison experiment via Yahoo! crowdsourcing in order 
to evaluate the degree of decontextualisation that non-linguists find acceptable. The data were 
converted into a linear order by a generalised linear regression using the Bradley-Terry model, and 
the degree of decontextualisation was validated. The results revealed that, while the participants 
mostly shared the linear order of the degree of decontextualisation, the central entity and event 
orientation features did not always reflect the perspective of native Japanese speakers.
Key words:  systemic functional linguistics, rhetorical unit analysis, decontextualisation, crowd-
sourcing
